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かつて恋文を書いています」と言うのである o r外では雨が……」 と言 う の で あ る 。 書 い て い
る自分をその身体性あるいは状況性とともに伝えようとするのである。なぜならそれが相手に
触れる，というより自分を触れさせるひとつの方法だからであるO















































ンポは，音楽におけると同様，確定されてはし、なし、。音楽においてはそれは， I ア レ グ ロ 」 と
いった標示に制限を受けつつも，演奏のたびに，また演奏者によって微妙に変わる白楽譜はこ


















問題は多分に広い意味での論理的展開の問題である o I分か る 」 と は， さ ま ざま な意味ブロ ッ
クの継起(それをたとえば主語述語構造をもっ命題A B e D……と考えてもいい)のなかで，
Aか らB への， さ ら にB か らC への移行が 「納得さ れ る 」 と い う こ と であ る 。 こ の場合速度は，

























































































































もうひとつの例として， I一般的テ ク ス ト 」 と し ての あ り かた はかな り 違 う が ， 文学 テ ク ス
卜を挙げることができる。文学テクストは自己目的的あるいは自己言及的であると言われる O
ヤコブソン流に言えば，そこではテクスト外部の対象を指示する機能よりもテクストそのもの

























ラシーヌの作品を形容するのに disponibilite と い う 言葉を使 っ たがcr ラ シ ー ヌ 論J 1963 年。
彼の念頭には同時にカフカやブレヒトのテクストがあったはずだ)，この訳しにくい言葉は言






ローマン・インガルデンの「不確定箇所 J Cf 文学的芸術作品J， 1931 年) やそれにつづ、 く ヴ ォ
ルフガング・イーザーの「空所 J Cf 行為 と し ての読書J， 1976 年) の概念 も ， 現象学的枠組み
においてであるが，文学テクストの読者の潜在的な多様性を指示するものである。興味深いの
は，イーザーが， r空所」 を埋めつつ テ ク ス 卜 を 「具体化」 す る読者の モ デルを 「内包 さ れ た
読者」として措定していることである。これは，選択的な「具体化」しかできない現実の個々











リファテールの「超読者J， U ・ エ ー コ の 「モ デル ・ リ ー ダー J， J ・ カ ラ ー の 「理想的読者J，

































ある ) 0 I彼」 と言 う こ と こ そ が小説家の原初的な身ぶ り であ り ， ま た た と え小説家が 「私」 と
言ったとしてもそれは一種の比喰にすぎないと考えている作家や批評家は少なくない(たとえ


































































































































「歴史はそれが拒否されているところでこそもっとも明白に作用するのである J cr零度の エ ク
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ひとはなぜ自分自身のテクストが読めないのか(大浦)
リチューノレJ， 1953年) 。 こ のパ ラ ド ク ス を押 さ え る こ と な し に神話を神話と名づけ る こ と に は
意味はない。
それにわれわれ自身く小説〉の神話からほんとうに自由だろうか。たとえばもしこれを読ん
でいるあなたがみずから小説を書くとしたら，いったい誰に向けて書くだろうか。いや，より
正確に言えば，あなたの小説の語りは誰に向けられているとあなたには思われるだろうか。
「誰に」という問いにあなたは答えられるだろうか。
「一般的テクスト」も「一般的読者」も存在しない。自分のテクストを他人のテクストのよ
うに読むことはしょせん不可能であるOしかし文学テクストは固有の，しかも複数のしかたで
テクストと読者の一般性を志向するO思えばく文学〉とはそもそも，一面においては，ある書
きものを「一般的テクスト」にまで高める，すぐれて人為的(あるいは人間的)な作業として
考えられたのではなかったか。ここで「一般的テクスト」の概念は「作品」の概念に限りなく
接近するO作品を作品たらしめる大きな要素はその仕上がり finit ionである。絵をタブロー
にするのは「仕上げの一筆」である。芸術家は自分の書いたもの(描いたもの)が「作品にな
る」瞬間を心得ている。あるいはそれを葛藤や苦渋のなかで決定するOそれは当の書きものが
自分の手をはなれ，自立を余儀なくされる瞬間である。それが完結したものと見なされ，あら
ゆる読みに供されることを覚悟しなければならない瞬間であるOこの特権的な瞬間に「卑近な」
読者の入り込む余地はない。
それでも……。たとえ私が小説を書いたとしても，やはり私は自分の小説の良くない読者だ
ろう。そしてそれはどうしようもないことなのであるO
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